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きらめく人と自然　あったか小野町きらめく人と自然　あったか小野町
福島県立小野高等学校で農業を選択している生徒達の授業風景。福島県立小野高等学校で農業を選択している生徒達の授業風景。
温室では、丹精込めて育てられた様々な植物が、綺麗な花を咲かせていました。温室では、丹精込めて育てられた様々な植物が、綺麗な花を咲かせていました。
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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

平
成
21
年
の
年
頭
に
あ
た
り
、
謹
ん
で
新
春
を
賀
し

新
年
の
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。
町
民
の
皆
様
に
は
幸

多
き
一
年
と
な
る
よ
う
心
か
ら
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

　

毎
年
、
お
正
月
に
新
し
い
気
持
ち
で
一
年
間
の
計
画

を
立
て
る
方
も
大
勢
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
思
い
ま
す
。
心

機
一
転
晴
れ
や
か
な
気
持
ち
で
取
り
組
め
ま
す
し
、
そ

の
よ
う
な
気
持
ち
に
な
れ
る
の
が
日
本
の
お
正
月
だ
と

思
い
ま
す
。
ま
た
大
切
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　

も
と
も
と
お
正
月
は
、
お
供
え
を
し
て
歳
神（
と
し
が

み
）様
を
祭
る
儀
式
だ
っ
た
り
、
こ
の
一
年
の
豊
作
と
家

族
の
健
康
を
祈
る
儀
式
だ
っ
た
り
、
さ
ら
に
お
正
月
を

迎
え
る
こ
と
そ
の
も
の
が
一
つ
の
区
切
り
で
あ
り
ま
し

た
。
昔
の
人
は
お
正
月
を
迎
え
る
と
、
無
事
に
新
し
い

年
を
迎
え
た
こ
と
を
心
か
ら
喜
び
、「
数
え
年
」と
し
て

お
正
月
に
ひ
と
つ
年
齢
を
重
ね
、
家
内
中
で
お
祝
い
を

し
ま
し
た
。

　

少
子
高
齢
化
の
問
題
が
よ
く
取
り
上
げ
ら
れ
ま
す
が
、

本
来
元
気
な
高
齢
者
が
増
え
る
こ
と
は
喜
ば
し
い
こ
と

で
あ
り
ま
す
。
老
い
も
若
き
も
、
健
康
で
笑
顔
で
、
未

来
志
向
で
元
気
に
素
晴
ら
し
い
社
会
を
築
い
て
い
け
れ

ば
と
思
い
ま
す
。

　

私
も
町
長
就
任
以
来
、
４
度
目
の
新
年
を
迎
え
ま
し

た
が
、
こ
の
間
、
山
積
す
る
課
題
に
全
身
全
霊
で
取
り

組
ん
で
き
ま
し
た
。
主
要
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
る
右
支

夏
井
川
の
河
川
改
修
で
は
、
平
成
20
年
度
は
大
幅
な
事

業
費
を
確
保
で
き
、
町
道
松
葉
線
の
橋
梁
下
部
工
の
施

工
、
さ
ら
に
小
治
郎
橋
の
詳
細
設
計
、
Ｊ
Ｒ
鉄
道
橋
の

設
計
な
ど
本
格
着
工
に
入
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

こ
ま
ち
ダ
ム
に
つ
き
ま
し
て
は
平
成
19
年
３
月
に
竣

工
し
、
同
年
に
こ
ま
ち
浄
水
場
を
稼
動
し
た
と
こ
ろ
で

す
。
磐
越
自
動
車
道
の
４
車
線
化
に
つ
き
ま
し
て
も
昨

年
末
に
完
成
し
供
用
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

子
育
て
支
援
で
は
、
保
育
時
間
の
延
長
、
土
曜
日
の

一
日
保
育
、
保
育
料
の
軽
減
や
一
時
保
育
な
ど
を
実
施

し
、
ま
た
医
療
費
に
つ
い
て
も
入
院
時
の
医
療
費
支
払

い
を
小
学
校
六
年
生
ま
で
公
費
負
担
を
す
る
制
度
に
改

正
し
て
お
り
ま
す
。

　

町
内
へ
の
移
住
促
進
策
と
し
て
、
移
住
者
へ
の
支
援

と
同
時
に
町
内
製
材
業
、
建
設
業
の
活
性
化
を
目
指
し

て
町
有
林
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る「
町
有
林
お
す
そ
分
け
事

業
」、
ま
た
町
に
永
住
す
る
た
め
に
転
入
し
た
方
に
町
内

の
商
店
街
で
利
用
可
能
な
商
品
券
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る

「
小
野
町
定
住
祝
い
金
交
付
事
業
」な
ど
を
開
始
し
、
昨

年
は
そ
れ
ぞ
れ
該
当
す
る
方
が
お
ら
れ
ま
し
た
。

　

安
全
安
心
事
業
の「
小
野
中
学
校
全
面
改
築
事
業
」も

昨
年
は
用
地
拡
張
部
分
の
取
得
契
約
が
完
了
し
、
公
募

に
よ
る
設
計
会
社
も
決
定
し
ま
し
た
。
建
て
替
え
と
同

時
に
念
願
で
あ
り
ま
し
た
給
食
セ
ン
タ
ー
も
つ
く
る
予

定
で
す
。

　

課
題
は
ま
だ
ま
だ
山
積
し
て
お
り
ま
す
が
、
直
面
す

る
課
題
に
一
つ
一
つ
取
り
組
み
、
計
画
的
に
着
実
に
進

展
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

小
野
町
を
取
り
巻
く
環
境
の
急
激
な
変
化
に
対
応
す

べ
く
、
第
四
次
振
興
計
画
を
現
在
一
年
早
め
て
策
定
中

で
あ
り
ま
す
。
実
施
期
間
を
21
年
度
か
ら
の
10
年
間
と

し
た
、
基
本
構
想
・
基
本
計
画
・
実
施
計
画
の
三
段
階

か
ら
な
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

基
本
構
想
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
を「
き
ら
め
く
人
と

自
然　

あ
っ
た
か
小
野
町
」と
定
め
、
小
野
町
の
大
き
な

財
産
で
あ
る
笑
顔
と
活
気
に
あ
ふ
れ
る
人
々
や
豊
か
な

自
然
環
境
が
自
ら
光
り
輝
き
、
人
々
が
と
も
に
助
け
合

い
、
優
し
さ
あ
ふ
れ
る
温
か
い
誇
れ
る
町
と
な
る
こ
と

を
目
指
し
ま
し
た
。
誰
も
が「
住
み
た
い
町
」「
住
ん
で
良

か
っ
た
町
」と
い
う
町
づ
く
り
を
進
め
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

　

ど
う
ぞ
本
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

「きらめく人と自然　あったか小野町」
小野町長　宍戸　良三
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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

平
成
21
年
の
年
頭
に
あ
た
り
、
小
野
町
議
会
を
代
表

し
、
謹
ん
で
新
年
の
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

町
民
の
皆
様
に
は
、
輝
か
し
い
希
望
に
満
ち
た
新
春

を
お
健
や
か
に
お
迎
え
の
こ
と
と
、
心
か
ら
お
喜
び
申

し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
議
員
改
選
に
よ
り
、
新
し
い
14
名
の
議
員

が
選
出
さ
れ
、
新
し
い
体
制
で
議
会
運
営
に
当
た
っ
て

ま
い
り
ま
し
た
。
町
民
の
皆
様
に
は
、
日
頃
か
ら
、
議

会
運
営
に
対
す
る
温
か
い
ご
理
解
と
、
ご
協
力
を
賜
り

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
原
油
価
格
の
高

騰
や
食
品
に
対
す
る
安
全
問
題
、
年
金
不
安
や
少
子
高

齢
化
が
も
た
ら
す
諸
問
題
、
地
球
環
境
問
題
や
地
域
間

紛
争
、
更
に
は
、
混
迷
す
る
時
代
を
反
映
す
る
か
の
ご

と
く
、
凶
悪
犯
罪
や
心
痛
な
事
件
が
数
多
く
起
こ
っ
た

一
年
で
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
経
済
面
を
見
ま
す
と
、
大
都
市
の
景
気
の
回

復
傾
向
が
、
地
方
に
お
い
て
実
感
で
き
な
い
ま
ま
、
金

融
不
安
な
ど
の
影
響
に
よ
り
ま
す
株
安
や
円
高
に
よ
る

景
気
の
減
退
、
地
方
経
済
や
私
た
ち
の
生
活
に
直
接
影

響
が
及
び
、
一
段
と
厳
し
い
一
年
で
あ
り
ま
し
た
が
、

今
年
こ
そ
、
明
る
い
希
望
が
も
て
る
年
に
な
る
こ
と
を

願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。

　

一
方
、
地
方
分
権
改
革
は
、
本
格
的
な
実
行
の
段
階

に
入
り
、
各
自
治
体
は
担
い
手
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の

権
限
に
応
じ
た
自
己
責
任
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
住
民

の
参
画
の
も
と
、
自
ら
の
判
断
と
責
任
に
お
い
て
多
様

な
施
策
を
展
開
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
と
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
平
成
21
年
は
、
未
来
に
向
か
い
、

希
望
の
も
て
る
、
安
全
で
安
心
な
生
活
が
で
き
る
よ
う

な
、
諸
施
策
の
展
開
が
必
要
で
す
。

　

ふ
る
さ
と
の
環
境
を
育
ん
で
い
る
、
国
民
の
財
産
と

も
言
え
る
農
地
を
守
り
育
て
、
豊
か
な
地
域
資
源
を
次

世
代
に
引
き
継
ぐ
こ
と
は
重
要
な
役
割
で
あ
り
、
農
山

村
を
整
備
し
里
山
を
つ
く
り
、
地
球
環
境
を
守
り
国
土

を
保
全
す
る
こ
と
は
、
現
在
を
生
き
る
私
た
ち
の
使
命

と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
交
流
人
口
や
定
住
人
口
を
増
加
さ
せ
町
の
活

性
化
を
目
指
す
た
め
の
二
地
域
居
住
事
業
の
推
進
、
未

来
を
担
う
児
童
・
生
徒
の
た
め
の
小
・
中
学
校
の
教
育

環
境
の
整
備
も
重
要
な
施
策
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
他
、
町
政
の
取
り
組
む
課
題
も
、
少
子
高
齢
化

策
を
は
じ
め
と
し
て
、
景
気
浮
揚
策
、
企
業
誘
致
な
ど

の
雇
用
対
策
、
行
財
政
の
改
革
、
教
育
や
福
祉
・
医
療

の
改
革
、
生
活
関
連
施
設
や
生
活
道
路
整
備
、
右
支
夏

井
川
な
ど
の
社
会
資
本
の
整
備
等
、
多
岐
に
わ
た
っ
て

お
り
ま
す
。

　

議
会
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
こ
の
よ
う
な
課
題
を
見

据
え
、
町
民
の
皆
様
が
よ
り
一
層
快
適
に
居
住
し
、
働
き
、

憩
う
こ
と
が
で
き「
誰
も
が
来
た
く
な
る
、
住
ん
で
み
た

く
な
る
小
野
町
」の
実
現
を
目
指
し
、
町
執
行
部
と
互
い

に
知
恵
を
出
し
合
い
な
が
ら
、
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
町
民
の
皆
様
の
負
託
に
こ
た
え
、
活
発
な
議

論
を
通
じ
て
切
磋
琢
磨
し
、
開
か
れ
た
議
会
運
営
を
心

が
け
、
議
決
機
関
と
し
て
の
小
野
町
議
会
の
責
務
を
着

実
に
果
た
し
て
ま
い
る
所
存
で
す
。

　

最
後
に
、
本
年
が
明
る
く
希
望
の
持
て
る
年
と
な
り

ま
す
よ
う
、
ま
た
、
町
民
の
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸

を
心
か
ら
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

希望のもてる安全安心を目指して
小野町議会議長　大和田　昭
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戸
籍
の
取
得
が
ス
ム
ー
ズ
に
!!

 
 

戸
籍
電
算
化
シ
ス
テ
ム
稼
働

　

12
月
８
日
、
役
場
に
お
い
て「
戸
籍
電
算
化
シ
ス

テ
ム
稼
働
式
」を
行
い
ま
し
た
。

　

情
報
シ
ス
テ
ム
の
一
元
化
や
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
向

上
を
目
的
に
、
平
成
19
年
度
か
ら
２
か
年
継
続
で
事

業
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　

式
で
は
、
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
を
行
い
、
宍
戸
町
長
が

第
１
号
の
証
明
書
を
発
行
し
ま
し
た
。

　

戸
籍
電
算
化
シ
ス
テ
ム
の
ス
タ
ー
ト
に
よ
り
、
発

行
ま
で
の
時
間
が
大
幅
に
短
縮
さ
れ
ま
す
。

　

な
お
、
旧
戸
籍
に
つ
い
て
は
、
３
月
下
旬
ま
で
従

来
ど
お
り
の
コ
ピ
ー
に
よ
る
発
行
と
な
り
ま
す
の
で
、

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

上：個人事項証明書見本
左：第１号の証明書を発行する
　　宍戸町長

電算化に伴う変更点（名称・様式等）

変更前 変更後

名称
謄本（全員） ⇒ 全部事項証明書

抄本（個人） ⇒ 個人事項証明書

様式 Ａ４横長 ⇒ Ａ４縦長

書式 縦書き・文書体 ⇒ 横書き・項目別

用紙 白色用紙 ⇒ 改ざん防止用紙

公印 朱肉印 ⇒ 黒色（電子公印）

10年後の小野町の将来計画が決まる
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安全・安心で幸せ
が実感できるまち
づくり

活気にあふれ、賑
わいが増していく
まちづくり

きらめく人と自然 あったか小野町

みんなが輝き、健
やかでふれあうま
ちづくり

快適環境を創造
し、ともに助け合
うまちづくり

人を育み、豊かさ
が息づくまちづく
り

「あんしん」「げんき」「すこやか」 「さわやか」「はぐくみ」基
本
目
標

分　
　
　
　
　
　

野

基　

本　

構　

想

10年後の小野町の将来計画が決まる10年後の小野町の将来計画が決まる
第四次小野町振興計画基本構想が決定!!

　振興計画は、すべての分野における行財政運営の基本となる計画です。地方自治法では、「市町村は、そ
の事務を処理するに当たっては、議会の議決を経てその地域における総合的かつ計画的な行政の運営を図
るための基本構想を定め、これに即して行うようにしなければならない。」と定めており、振興計画はこの
ような法的根拠に基づき、行政と住民による協働のまちづくりを進める上で、住民が積極的にまちづくり
に参加し、さまざまな活動に取り組む際の基本的な指針となるものです。 
　町では、町のキャッチフレーズでもある文字通り「笑顔とがんばりの町」となるよう、激変する時代の潮
流に流されることなく、迅速かつ的確に町の指針を定め、目的達成にまい進するため、計画期間を１年前
倒しし、平成21年度から平成30年度までの10年間の町の将来像を「きらめく人と自然　あったか小野町」と
する第四次小野町振興計画の基本構想をまとめました。 

●振興計画に皆さんのご意見をお寄せください!!　企画商工課　☎７２－６９３９ 

きらめく人と自然　　
　　　あったか小野町

　小野町の大きな財産である、「笑顔
と活気に溢れる人々」「豊かな自然環
境」が自ら光り輝き、人々がともに助
け合い、やさしさ溢れる「温かいまち」
「誇れるまち」「自慢できるまち」となる
ことを小野町の将来像とします。

今後は基本計画を策定
基本計画：基本構想に基づいて、将来像を実現するための施策体

系に基づき、施策の展開を示すものです。急速に変化
する社会・経済情勢に的確かつ柔軟に対応できるよう、
前期基本計画５年間、後期基本計画５年間とします。

【前期基本計画】平成21年度(2009年度)～平成25年度(2013年度)
【後期基本計画】平成26年度(2014年度)～平成30年度(2018年度)
　今回は、前期の５年間の計画を平成21年３月までに策定し、こ
れに基づく事業を展開して行きます。 
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11
月
21
日
、
母
子
健
康
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、

小
野
町
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
・
小
野
町
介
護
保

険
事
業
計
画（
第
４
期
）審
議
委
員
会
を
開
催
し
ま

し
た
。

　

同
委
員
会
は
、
小
野
町
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画

及
び
小
野
町
介
護
保
険
事
業
計
画（
３
年
を
１
期

と
し
て
定
め
る
計
画
）の
策
定
及
び
進
行
管
理
に

関
す
る
事
項
を
審
議
す
る
も
の
で
す
。

　

会
議
の
冒
頭
に
、
新
た
に
委
員
と
な
ら
れ
た

方
々
に
対
し
て
、
町
長
よ
り
委
嘱
状
の
交
付
を
行

い
ま
し
た
。

①
第
３
期
事
業
計
画（
平
成
18
年
度
〜
平
成
20
年

　

度
）の
事
業
経
過
報
告
に
つ
い
て

②
第
４
期
事
業
計
画（
平
成
21
年
度
〜
平
成
23
年

　

度
）に
つ
い
て

③
第
４
期
事
業
計
画
策
定
の
た
め
の
ア
ン
ケ
ー
ト

　

調
査
結
果
に
つ
い
て

　

会
議
で
は
、
こ
の
３
件
を
議
題
と
し
、
主
に
介

護
保
険
事
業
の
現
状
と
第
４
期
計
画
に
お
け
る
事

業
運
営
の
見
通
し
に
つ
い
て
説
明
を
行
い
、
質
疑

応
答
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

委
員
か
ら
は
、
介
護
療
養
病
床
の
廃
止
に
伴
う

町
の
対
応
で
、
第
３
期
計
画
に
お
け
る
介
護
給
付

費
に
実
績
と
大
き
な
隔
た
り
が
生
じ
た
原
因
は
何

か
、
介
護
老
人
保
健
施
設
の
新
設
計
画
の
予
定
に

つ
い
て
な
ど
、
質
問
や
意
見
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
委
員
の
皆
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
ご

意
見
・
ご
要
望
を
も
と
に
来
年
度
を
初
年
度
と
す

る
計
画
の
策
定
作
業
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

委
員
の
皆
さ
ん
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

●
委 

員 

長

　

佐
藤　

次
男（
民
生
委
員
協
議
会
長
）

●
副
委
員
長

　

吉
田　

昭
二（
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
こ
ま
ち

　
　
　
　
　
　

 

荘
施
設
長
）

●
委　
　

員

　

藤
井　

文
夫（
公
立
小
野
町
地
方
綜
合
病
院
長
）

　

坪
井　

裕
子（
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
こ
ま

　
　
　
　
　
　

 

ち
の
里
所
長
）

　

国
分　

伸
三（
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
あ
す

　
　
　
　
　
　

 
か
管
理
者
）

　

大
竹　

芳
文（
第
１
号
被
保
険
者
代
表
）

　

佐
藤　

光
重（
第
１
号
被
保
険
者
代
表
）

　

吉
田　

弘
子（
町
民
の
代
表
者
）

　

佐
藤　

美
子（
町
民
の
代
表
者
）

　

大
和
田
タ
カ
子（
町
民
の
代
表
者
・
日
赤
奉
仕

　
　
　
　
　
　
　

 

団
す
み
れ
会
事
務
局
長
）

◆
問
い
合
わ
せ

　

健
康
福
祉
課

　

☎
７
２
ー
６
９
３
４

　小野町高齢者保健福祉計画・
 介護保険事業計画審議委員会開催　

　

11
月
21
日
、
Ｊ
Ａ
た
む
ら
小
野
支
店
に
お
い
て
、
認
定
農
業
者
と
農
業
委
員

の
意
見
交
換
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
意
見
交
換
会
は
、
担
い
手
と
な
る
農
業
者
の
意
見
・
要
望
を
整
理
し
、

農
業
委
員
会
活
動
を
通
し
て
、
今
後
の
地
域
農
業
施
策
と
し
て
実
現
し
よ
う
と

す
る
取
り
組
み
の
一
つ
で
す
。

　

当
日
は
、
認
定
農
業
者
や
農
業
委
員

等
の
参
集
の
も
と
、
全
国
農
業
会
議
所

か
ら
講
師
を
招
き
、
国
民
の
食
料
生
産

基
盤
と
な
る
農
地
の
有
効
活
用
に
向
け

た
国
の
考
え
方
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
の
意
見
交
換
で
は
、
担
い
手

農
家
が
農
業
経
営
の
規
模
拡
大
を
進
め

る
に
は
、
活
用
さ
れ
な
い
農
地
を
借
り

る
た
め
、
農
地
情
報
が
欲
し
い
な
ど
の

意
見
が
出
さ
れ
た
ほ
か
、
農
業
経
営
に

よ
り
他
産
業
並
み
の
所
得
が
確
保
で
き

る
よ
う
な
制
度
づ
く
り
を
国
策
と
し
て

行
っ
て
ほ
し
い
と
の
強
い
要
望
が
出
さ

れ
ま
し
た
。　

深
刻
な
地
球
温
暖
化
に
ス
ト
ッ
プ
を
か
け
る
た
め
に
は
、
一
人

一
人
が
問
題
意
識
を
持
ち
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
を
実
行
す
る
こ

と
が
大
切
で
す
。
冬
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
を
実
践
し
ま
し
ょ
う
。

●
暖
房
は
20
℃
を
目
安
に
温
度
設
定
し
ま
し
ょ
う
。

●
こ
た
つ
は
、
こ
た
つ
布
団
の
他
に
敷
布
団
と
上
掛
け
も
使
用
し

　

て
、
こ
ま
め
に
温
度
設
定
を
調
節
し
ま
し
ょ
う
。

●
洗
い
も
の
を
す
る
時
の
給
湯
器
の
温
度
設
定
は
で
き
る
だ
け
低

　

く
し
ま
し
ょ
う
。

●
煮
物
な
ど
の
下
ご
し
ら
え
は
、電
子
レ
ン
ジ
を
使
用
し
ま
し
ょ
う
。

●
電
気
ポ
ッ
ト
は
、
長
時
間
使
わ
な
い
時
に
は
コ
ン
セ
ン
ト
か
ら

　

プ
ラ
グ
を
抜
き
ま
し
ょ
う
。

●
お
風
呂
は
、
間
隔
を
お
か
ず
に
入
る
よ
う
に
し
て
、
追
い
焚
き

　

を
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

審議委員会の様子

活発な意見交換が行われました

認
定
農
業
者
と
農
業
委
員
が
意
見
交
換

～実践しましょう！
 冬の省エネルギー対策～
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次世代育成支援行動計画次世代育成支援行動計画
実施状況のお知らせ実施状況のお知らせ

　平成17年３月に策定した「小野町次世代育成支援行
動計画」は、次世代を担う子ども達の幸せを第一に考
え、保護者が子育てについて第一義的責任者を有す
るという基本的認識のもと、子育てをする人への支
援施策の指針として、平成17年度から平成21年度ま
での５年間（前期計画）の具体的施策を定めています。
　主な施策の実施状況をお知らせします。

施策(事業名) 具体的施策の展開内容 平成19年度の実績 平成20年度11月末状況

地域子育て
支援センター
事業

地域子育て支援センターを設置
し、「相談事業」「子育てサーク
ル・ボランティアの育成」「情報
提供」等の支援を行う。

平成18年４月、夏井おおす
ぎ保育園に子育て支援セン
ター開設
●延べ利用者数
　　　945名

●延べ利用者数
　　　793名

特
別
保
育
事
業

延長保育
事業

中央さくら保育園で、月曜日か
ら土曜日まで、午前７時から午
後７時までの延長保育を行う。

平成17年４月から開始
●延べ利用者数
　　　344名

●延べ利用者数
　　　282名

一時保育
事業

保護者の急病などに伴う一時的
な保育に対応するため、夏井お
おすぎ保育園で一時的に預る。

平成17年10月から開始
●延べ利用者数
　　　241名

●延べ利用者数
　　　101名　

幼保一元化の
推進

県幼保連携パイオニア事業の指
定を受け、小野わかば幼稚園と
中央さくら保育園の連携を試行
し、幼保一元化を推進する。

●幼保一元化に向け、統
一カリキュラムの実践・
合同保育の実施

●パイオニア事業の成果
（統一カリキュラム、合
同保育）の実践

放課後子ども
教室推進事業
（放課後子ども教室）

放課後に学校教育施設や社会教
育施設等でスポーツ・文化活動
などの体験活動や地域住民との
交流活動を実施し、子どもたち
の豊かな心を育む。

平成19年６月から小野新
町小学校において「放課後
子ども教室」を開設
●延べ開設日数
　　　127日
●利用登録者
　　　 51名

●延べ開設日数
　　　128日
●利用登録者
　　　 67名

　少子化・子育て支援対策は、町の財政面や地域の実情に応じて進めてきています。
○県の委託を受け実施した「幼保連携パイオニア事業」での成果を踏まえ、幼保統一カリキュラムや合同保
育を実践し幼保一元化へ向けて取り組むとともに、総合施設の整備及び開設に向け基本構想を策定する
等、保育・教育環境の充実を図ります。
○夏井おおすぎ保育園内に開設した小野町子育て支援センターでは、毎週水曜日に施設を開放し「遊びの広
場」及び「育児相談」を実施し、子育て中の母親の利用が増加しています。

○放課後児童クラブ事業（学童保育）は、今後、実施に向けて検討しています。
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「
平
成
20
年
分 

所
得
税
・
住
民
税
・
消
費
税
申
告
相
談
」
申
告
は
お
早
め
に
！

　

今
年
の
所
得
税
・
住
民
税
・
消
費

税
の
申
告
相
談
を
次
ペ
ー
ジ
の
と
お

り
実
施
し
ま
す
。

　

対
象
地
区
の
日
程
に
合
わ
せ
て
、

お
出
か
け
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。
受
付
時
間
は
、
午
前
８

時
30
分
か
ら
午
後
４
時
ま
で
で
す
。

た
だ
し
、
延
長
日
は
、
午
後
６
時
ま

で
受
け
付
け
し
ま
す
。

　

平
日
の
申
告
相
談
が
で
き
な
い
方

の
た
め
、
２
月
22
日（
日
）と
３
月
７

日（
土
）に
休
日
申
告
相
談
を
行
い
ま

す
。
午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
４
時

ま
で
受
け
付
け
を
し
ま
す
の
で
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

●
印
鑑

●
会
計
帳
簿
・
領
収
書
及
び
支
払
証

明
書
、源
泉
徴
収
票
、控
除
証
明
書

　
（
国
民
年
金
、
農
業
者
年
金
、
生
命

保
険
、長
期
損
害
保
険
、地
震
保
険
、

医
療
費
、
農
業
資
材
な
ど
）

●
心
身
の
障
が
い
が
わ
か
る
も
の

　
（
身
体
障
害
者
手
帳
な
ど
）

●
肉
用
牛
売
却
に
よ
る
免
税
証
明
書

●
申
告
の
内
容
に
よ
っ
て
所
得
税
が

か
か
る
場
合
や
還
付
に
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
の
で
、
申
告
者
全
員

の
口
座
番
号
を
控
え
、
銀
行
印
を

お
持
ち
く
だ
さ
い
。

　

平
成
21
年
１
月
１
日
現
在
、
小
野

町
に
住
ん
で
い
る
方
で
、

①
平
成
20
年
中
に
、
給
与
所
得
以
外

の
所
得（
農
業
、
営
業
、
不
動
産
、

譲
渡
、
年
金
等
）が
あ
る
方

②
給
与
所
得
者
で
、
年
末
調
整
が
済

ん
で
い
な
い
方

③
医
療
費
控
除
を
す
る
方

④
初
め
て
住
宅
借
入
金
等
控
除
を
受

け
る
方
、
も
し
く
は
年
末
調
整
で

住
宅
借
入
金
等
控
除
を
受
け
な

か
っ
た
方

①
平
成
20
年
中
の
所
得
が
給
与
だ
け

で
、
勤
務
先
か
ら
給
与
支
払
報
告

書
が
町
に
提
出
さ
れ
、
年
末
調
整

が
済
ん
で
い
る
方

②
税
務
署
に
お
い
て
確
定
申
告
を
済

ま
せ
た
方

　

税
務
署
に「
簡
易
課
税
選
択
届
出
」

を
し
た
方
の
消
費
税
申
告
を
受
け
付

け
し
ま
す
。
一
般
課
税
の
方
は
、
税

務
署
で
申
告
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
毎
年
、
領
収
書
・
証
明
書
・
伝
票
・

小
額
の
源
泉
徴
収
票（
役
場
か
ら

の
組
長
手
当
な
ど
）を
持
っ
て
来

な
い
た
め
、
お
戻
り
い
た
だ
く
場

合
が
あ
り
ま
す
。
お
受
け
取
り
に

な
っ
た
源
泉
徴
収
票
は
、
全
て
お

持
ち
く
だ
さ
い
。

●
申
告
に
は
、
家
庭
の
生
計
内
容
等

が
わ
か
る
方
が
お
越
し
く
だ
さ
い
。

●
相
談
期
間
の
終
盤
に
な
る
と
大
変

混
雑
し
、
長
時
間
お
待
ち
い
た
だ

く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
対
象
地
区

の
日
ま
た
は
期
間
の
前
半
に
お
越

し
く
だ
さ
い
。

●
あ
ら
か
じ
め
収
支
計
算
書
を
ご
記

入
い
た
だ
き
ま
す
と
、
ス
ム
ー
ズ

に
申
告
相
談
が
で
き
ま
す
。

※
青
色
申
告
以
外
の
方
へ

　

申
告
に
は
、
平
成
20
年
分
農
業
経

営
状
況
調
査
票（
集
落
農
政
推
進
協

議
会
長
か
ら
配
付
さ
れ
た
も
の
）に

必
要
事
項
を
ご
記
入
の
上
、
お
持
ち

い
た
だ
く
と
、
申
告
相
談
時
間
が
短

縮
で
き
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ　

税
務
課　

☎
７
２

－

６
９
３
２

【
申
告
相
談
日
程
】

【
申
告
に
必
要
な
も
の
】

【
申
告
し
な
け
れ
ば

 

な
ら
な
い
方
】

【
申
告
を

 

し
な
く
て
よ
い
方
】

【
消
費
税
の

 

申
告
に
つ
い
て
】

【
お
願
い
】

【
農
家
の
み
な
さ
ん
へ
】

【
ｅｰ

Ｔ
ａ
ｘ
っ
て
な
に
？
】

　

自
宅
や
オ
フ
ィ
ス
、
税
理
士
事
務

所
か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し

て
申
告
、
申
請
・
届
出
等
が
で
き
る

便
利
な
シ
ス
テ
ム
で
す
。

【
ｅ

ｰ

Ｔ
ａ
ｘ
の
メ
リ
ッ
ト
】

①
最
高
５
，０
０
０
円
の
税
額
控
除

　

平
成
20
年
分
の
所
得
税
の
確
定
申

告
書
の
提
出
を
本
人
の
電
子
署
名
及

び
電
子
証
明
書
を
付
し
て
、
申
告
期

限
内
に
ｅ
Ｔー
ａ
ｘ
で
行
う
と
、
所

得
税
額
か
ら
最
高
５
，０
０
０
円
の

控
除
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
平
成
19
年
分
の
確
定
申
告
で
控
除

を
受
け
た
方
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

②
添
付
書
類
を
提
出
省
略

　

ｅ
Ｔー
ａ
ｘ
で
確
定
申
告
を
行
っ

た
場
合
、
医
療
費
の
領
収
書
や
源
泉

徴
収
票
等
の
提
出
や
提
示
を
省
略
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

③
還
付
金
が
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー

　

ｅ
Ｔー
ａ
ｘ
で
申
告
さ
れ
た
還
付

申
告
は
早
期
処
理
さ
れ
ま
す
。

④
24
時
間
受
付

　

平
成
21
年
１
月
19
日
か
ら
３
月
16

日
ま
で
24
時
間
受
け
付
け
ま
す
。

　

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http://

w
w
w
.e-tax.nta.go.jp

）ま
た
は
、

税
務
課
に
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
が
あ
り
ま

す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

国
税
庁
か
ら

今
年
の
確
定
申
告
は 

 

ｅｰ

Ｔ
ａ
ｘ
で
！
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郡
山
税
務
署
の
確
定
申
告
会
場
は
、
安
積
町

｢

ビ
ッ
グ
パ
レ
ッ
ト
ふ
く
し
ま｣

で
す
。
還
付
申

告
の
み
の
方
は
、
こ
ち
ら
で
申
告
を
行
う
こ
と

で
、
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
に
還
付
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

●
期　
　

間

　

２
月
２
日（
月
）〜
３
月
16
日（
月
）

　
（
土･

日
・
祝
祭
日
を
除
く
。）

●
受
付
時
間　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

◆
問
い
合
わ
せ

　

郡
山
税
務
署

　

☎
０
２
４
ー
９
３
２
ー
２
０
４
１

申　告　相　談　日　程

郡
山
税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

平成20年分　所得税・住民税・消費税

月 日 曜日 対　象　地　区 受付開始時刻 受付終了時刻 備　考

２月

13 金
夏井、南田原井、湯沢、塩庭一区、塩庭二区、
上羽出庭、和名田

午前８時30分 午後４時
16 月 〃 〃
17 火 〃 〃
18 水 地区指定なし 〃 午後６時 延長日
19 木

本町、横町、仲町、大八、荒町
〃 午後４時

20 金 〃 〃
22 日 地区指定なし 〃 〃 休日相談日
23 月

反町、中通、平舘、小野赤沼
〃 〃

24 火 〃 〃
25 水 地区指定なし 〃 午後６時 延長日
26 木

谷津作、菖蒲谷、皮籠石、雁股田
〃 午後４時

27 金 〃 〃

３月

２ 月
飯豊上、飯豊中、飯豊下、吉野辺

〃 〃
３ 火 〃 〃
４ 水 地区指定なし 〃 午後６時 延長日
５ 木

浮金、小戸神、小野山神
〃 午後４時

６ 金 〃 〃
７ 土 地区指定なし 〃 〃 休日相談日
９ 月 対象地区指定日に申告できなかった方（夏井方面） 〃 〃
10 火 対象地区指定日に申告できなかった方（小野新町方面） 〃 〃
11 水 対象地区指定日に申告できなかった方（飯豊方面） 〃 〃
12 木 地区指定なし 〃 〃
13 金 地区指定なし 〃 〃
16 月 地区指定なし 〃 〃

●会場　　役場第一会議室（役場となり車庫２階）
　対象地区の日程に合わせてお出かけくださるようご協力お願いします。

　

小
野
町
税
条
例
の
一
部
改
正
に
よ
り
、

町
県
民
税
に
お
い
て
１
期
の
納
期
中
に
全

期
分
を
納
入
し
た
場
合
に
交
付
さ
れ
て
い

た「
前
納
報
奨
金
」が
廃
止
と
な
り
ま
す
。

　

平
成
21
年
10
月
か
ら
導
入
さ
れ
る「
個

人
住
民
税
の
公
的
年
金
か
ら
の
特
別
徴

収
」に
よ
り
、
従
来
普
通
徴
収
で「
前
納
報

奨
金
」を
利
用
で
き
た
納
税
者
が
適
用
を

受
け
ら
れ
な
い
こ
と
に
な
り
、
不
公
平
感

が
生
じ
る
た
め
、
町
県
民
税
の
前
納
報
奨

金
の
交
付
を
廃
止
す
る
も
の
で
す
。

　

皆
さ
ん
の
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、「
全
期
前
納
」は
こ
れ
ま
で
ど
お

り
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
今
後
も

町
税
の
納
付
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。

平
成
21
年
度
か
ら
町
県
民
税
の　
　

全
期
前
納
報
奨
金
が
廃
止
さ
れ
ま
す



広報　おのまち　10

　　

小
野
町
長
選
挙
執
行
の

小
野
町
長
選
挙
執
行
の

  

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ　　

　

任
期
満
了（
平
成
21
年
３
月
22
日
）に
よ
る
町
長
選
挙
の
日
程
が
、
12

月
２
日
開
催
の
町
選
挙
管
理
委
員
会
に
お
い
て
次
の
と
お
り
決
定
さ
れ

ま
し
た
。

【
選
挙
人
名
簿
の
登
録
】

　

今
回
登
録
さ
れ
る
人
は
、
次
の
要
件
を
満
た
し
た
方
と
な
り
ま
す
。

▽
登
録
基
準
日　

平
成
21
年
３
月
９
日

・
転　
　

入　
　

平
成
20
年
12
月
10
日
ま
で
に
転
入
届
を
し
、
平
成
21

　
　
　
　
　
　

年
３
月
９
日
現
在
、
引
き
続
き
３
か
月
以
上
小
野
町
に

　
　
　
　
　
　

居
住
し
て
い
る
20
歳
以
上
の
方
。

・
新
有
権
者　
　

平
成
元
年
３
月
16
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方
で
、
平
成

　
　
　
　
　
　

21
年
３
月
15
日
現
在
、
引
き
続
き
３
か
月
以
上
小
野
町

　
　
　
　
　
　

に
居
住
し
て
い
る
方
。

【
選
挙
人
名
簿
の
縦
覧
】

　

今
回
登
録
さ
れ
る
方
々
の
名
簿
を
次
に
よ
り
縦
覧
い
た
し
ま
す
。

▽
縦
覧
期
間　

３
月
10
日（
火
）午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

▽
縦
覧
場
所　

小
野
町
役
場（
総
務
課
内
）

【
立
候
補
届
出
等
に
関
す
る
説
明
会
】

　

立
候
補
届
出
及
び
選
挙
運
動
等
に
関
す
る
説
明
会
を
次
に
よ
り
開
催

し
ま
す
。
立
候
補
を
予
定
さ
れ
る
方
は
ご
出
席
く
だ
さ
い
。

▽
日　

時　

平
成
21
年
２
月
５
日（
木
）午
前
10
時
〜

▽
場　

所　

小
野
町
役
場（
第
三
会
議
室
）

◆
問
い
合
わ
せ

　

町
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局（
総
務
課
内
）　

☎
７
２―

２
１
１
１

告
示
日
：
平
成
21
年
３
月
10
日（
火
）

投
票
日
：
平
成
21
年
３
月
15
日（
日
）

　

保
護
者
の
皆
さ
ん
、
お
子
さ
ん

が
受
け
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
予

防
接
種
は
全
て
済
み
ま
し
た
か
？

　

小
さ
い
お
子
さ
ん
は
、
自
分
で

予
防
接
種
を
受
け
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
。
中
学
生
・
高
校
生
が
麻

し
ん
・
風
し
ん
の
予
防
接
種
を
受

け
る
際
に
も
保
護
者
の
同
伴
ま
た

は
同
意
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　

保
護
者
の
皆
さ
ん
が
大
切
な
お

子
さ
ん
の
健
康
を
守
っ
て
あ
げ
て

く
だ
さ
い
。

　

予
防
接
種
は
、
定
め
ら
れ
た
期

間
内
で
あ
れ
ば
公
費
負
担
で
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
期
間
外

に
な
っ
て
し
ま
う
と
有
料
に
な
り

ま
す
。

　

予
防
接
種
の
種
類
や
接
種
時
期

な
ど
に
つ
い
て
、
詳
し
く
は「
お

の
ま
ち
健
康
カ
レ
ン
ダ
ー
」に
掲

載
し
て
あ
り
ま
す
。

　

特
に
麻
し
ん
・
風
し
ん
は
、
全

国
的
に
接
種
率
が
低
く
、
流
行
し

て
感
染
す
る
心
配
が
あ
り
ま
す
。

　

該
当
す
る
１
歳
の
乳
児
、
平
成

21
年
４
月
に
小
学
校
に
就
学
す
る

児
童
、
中
学
１
年
生
及
び
高
校
３

年
生
の
方
は
、
ぜ
ひ
、
麻
し
ん
・

風
し
ん
の
予
防
接
種
を
受
け
て
く

だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ

　

健
康
福
祉
課

　

☎
７
２―

６
９
３
４　

お子さんの予防接種は済みましたか？お子さんの予防接種は済みましたか？～大切なお子さんの健康を守りましょう！～～大切なお子さんの健康を守りましょう！～

　

日
本
国
内
に
住
所
を
有
す
る
20

歳
か
ら
60
歳
ま
で
の
人
は
、
国
民

年
金
に
加
入
し
て
保
険
料
を
納
付

す
る
義
務
が
あ
り
、
老
後
等
に
年

金
を
受
け
取
る
権
利
が
あ
り
ま
す
。

　

自
営
業
者
、
学
生
な
ど
は
第
一

号
被
保
険
者
に
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
、

公
務
員
は
厚
生
年
金
や
共
済
組
合

に
加
入
す
る
と
同
時
に
第
二
号
被

保
険
者
に
、
第
二
号
被
保
険
者
に

扶
養
さ
れ
て
い
る
配
偶
者
は
第
三

号
被
保
険
者
に
な
り
ま
す
。

　

国
民
年
金
な
ど
の
公
的
年
金
は
、

や
が
て
訪
れ
る
長
い
老
後
の
収
入

を
国
が
約
束
し
て
く
れ
る
年
金
制

度
で
す
。

　

ま
た
、
国
民
年
金
は
、
老
後
の

所
得
保
障
だ
け
で
は
な
く
、
病
気

や
け
が
で
重
い
障
害
が
残
っ
た
り
、

18
歳
未
満
の
子
を
残
し
て
、
父
親

が
亡
く
な
っ
た
と
き
に
も
年
金
を

支
給
し
、
思
い
が
け
な
い
人
生
の

「
万
一
」も
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

　

加
入
手
続
き
は
、
第
一
号
被
保

険
者
は
市
区
町
村
役
場
で
、
第
三

号
被
保
険
者
は
配
偶
者
の
勤
務
先

な
ど
を
経
由
し
て
行
い
ま
す
。
第

二
号
被
保
険
者
は
厚
生
年
金
保
険

な
ど
の
加
入
手
続
き
に
あ
わ
せ
て

行
い
ま
す
の
で
、
個
別
の
手
続
き

は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

　

第
一
号
被
保
険
者
と
な
る
方
は
、

20
歳
に
な
っ
た
ら
忘
れ
ず
に
加
入

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
学
生
で
あ
る
場
合
な
ど
、

収
入
が
少
な
い
た
め
国
民
年
金
保

険
料
の
納
付
が
で
き
な
い
場
合
は
、

申
請
に
よ
り
保
険
料
の
納
付
が
猶

予
・
免
除
と
な
る「
学
生
納
付
特

例
制
度
」「
若
年
者
納
付
猶
予
制

度
」「
保
険
料
免
除
・
一
部
納
付

（
免
除
）制
度
」が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
申
請
を
行
わ
な
い
ま
ま
、

国
民
年
金
の
保
険
料
が
未
納
と

な
っ
て
い
る
と
、
万
一
の
と
き
に

障
害
年
金
が
受
け
取
れ
な
い
な
ど

思
わ
ぬ
事
態
を
招
き
ま
す
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ

　

郡
山
社
会
保
険
事
務
所

　

☎
０
２
４
ー
９
３
２
ー
３
４
８
０

　

町
民
生
活
課

　

☎
７
２
ー
６
９
３
３

国国
民民
年年
金金
ココ

－－

ナナ

－－
新
成
人
の
皆
さ
ん
、 

 

国
民
年
金
の
加
入
手
続
き
を
し
ま
し
ょ
う
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❖❖❖❖❖❖　ふるさと文化の館情報　❖❖❖❖❖❖

○図書館 ――――――――――――――――――――――――――――――

◆問い合わせ　ふるさと文化の館　☎７２－２１２０

【お譲りする主な雑誌】（2005年４月～2007年３月分）　
新しい住まいの設計 月刊美術 ダカーポ プレジデント
うかたま 現代農業 短歌 文藝春秋
おしゃれ工房 子どもの本 図書 本の窓
オレンジページ サライ 波 MOE
きょうの料理 JTB携帯時刻表 日経マネー monoマガジン
銀花 商業界 Newton MORE
暮しの手帖 趣味の園芸 俳句 青春と読書
暮らしと健康 Sports Graphic Number BE‒PAL ＰＨＰ

開催日：２月14日（土）、15日（日）
　　　　午前９時～午後５時

◇リサイクル本市

図書館館内での保存年限がすぎた
雑誌を無料でおゆずりします。

昨年の卒園児絵画展の様子

○美術館 ――――――――――――――――――――――――――――――
美術館では、次の企画展を開催します。ご家族皆さんでぜひ、ご覧ください。
時間は、いずれも午前９時～午後５時です。

開催日：１月17日（土）～２月１日（日）
　昨年開催した「やなせたかしの世界展」で募集
をしました「アンパンマンと一緒」のスナップ写
真を展示します。

◇わが家のアンパンマン展
開催日：１月17日（土）～２月１日（日）
　各界の著名人からよせられた「年賀状」を展示
します。

◇年賀状展

開催日：１月20日（火）～２月１日（日）
　町内の小学生、中学生の書初め作品展です。

◇書初め展

開催日：２月７日（土）～２月22日（日）
　今年、町内の幼稚園、保育園、児童園を卒園
する児童の作品展です。

◇卒園児絵画展

○郷土資料館 ――――――――――――――――――――――――――――

開催日：２月１日（日）午後１時30分～３時
　郷土資料館で節分にちなんだおはなしと豆ま
きを行います。
　なお、参加申し込みが必要となりますので、
詳しくはお問い合わせください。

◇節分
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娘
が
小
さ
い
頃
、
小
野
新
町

小
学
校
に
連
れ
て
行
っ
た
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
遊
ん
で
い
た
男
の
子

に「
お
ば
さ
ん
こ
の
小
学
校
卒

業
し
た
ん
だ
よ
。」と
言
う
と
、

驚
き
と
や
や
疑
い
の
目
を
向
け
、

「
え
〜
っ
？
じ
ゃ
校
歌
歌
え

る
？
」と
返
し
て
き
ま
し
た
。

　

私
は
こ
の
男
の
子
の
、
校
歌

が
歌
え
た
ら
本
物
だ
と
い
う

と
っ
さ
の
機
転
に
感
心
し
つ
つ

も
、
20
年
以
上
歌
っ
た
こ
と
の

な
い
校
歌
を
歌
う
羽
目
に
な
り

ま
し
た
。
一
瞬
不
安
を
感
じ
ま

し
た
が
、
不
思
議
な
く
ら
い

す
っ
と
口
を
つ
い
て
出
て
き
た

の
が
、「
仰
げ
ば
東
矢
大
臣

ゆ
る
が
ぬ
姿
鏡
と
し
」と
、
小

学
６
年
の
時
に
新
し
く
創
ら
れ

た
校
歌
で
し
た
。

　

件く
だ
ん

の
男
の
子
は「
ほ
ん
と
だ
」

と
、
疑
い
は
晴
れ
た
と
い
う
表

情
で
し
た
。

　

６
年
生
の
時
に
新
た
に
創
ら

れ
た
校
歌
。
わ
ず
か
一
年
し
か

歌
っ
て
い
な
か
っ
た
校
歌
で
す

が
そ
れ
を
口
ず
さ
む
こ
と
が
で

き
た
の
で
す
。

　

黒
光
り
す
る
木
造
だ
っ
た
当

時
の
校
舎
も
ま
も
な
く
鉄
筋
に

な
り
、
唯
一
正
門
の
石
柱
だ
け

が
当
時
の
面
影
を
残
し
て
い
る

中
、
こ
の
校
歌
が
ず
っ
と
歌
わ

れ
て
い
る
と
思
う
と
、
深
い
愛

着
を
覚
え
ま
す
。

　

ち
な
み
に
こ
の
原
稿
を
書
く

に
あ
た
り
小
学
校
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
覗
い
た
ら
、
伴
奏
を

聞
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
思

わ
ず
大
き
な
声
で
歌
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。

　

今
私
た
ち
夫
婦
は
、
第
二
の

人
生
を
小
野
町
で
暮
ら
そ
う
と
、

時
間
を
見
つ
け
て
は
足
を
運
ん

で
い
ま
す
。

　

東
京
育
ち
の
夫
は
私
以
上
に

小
野
町
の
自
然
や
野
菜
作
り
に

夢
中
で
す
。

　

今
度
い
つ
帰
ろ
う
か
と
カ
レ

ン
ダ
ー
と
に
ら
め
っ
こ
を
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

ふ
る
さ
と
小
野
町
会

ふ
れ
あ
い
通
信

ふ
れ
あ
い
通
信

ふ
れ
あ
い
通
信

ふ
れ
あ
い
通
信

ふ
れ
あ
い
通
信

思
い
出

三
町　

和
子

 （
槻
ノ
木
内
出
身
・
東
京
支
部
）

厚
生
労
働
省

「
平
成
21
年
度
厚
生
労
働

 

行
政
モ
ニ
タ
ー
」

 

募
集
の
お
知
ら
せ

　

厚
生
労
働
省
で
は
、福
祉
・
医
療
・

年
金
、
働
く
環
境
の
整
備
や
職
業
の

安
定
な
ど
、
生
活
に
密
着
し
て
い
る

厚
生
労
働
行
政
に
つ
い
て
、
広
く
皆

さ
ん
か
ら
ご
意
見
を
い
た
だ
く「
厚

生
労
働
行
政
モ
ニ
タ
ー
」を
募
集
し

て
い
ま
す
。

　

依
頼
期
間
は
平
成
21
年
４
月
１
日

か
ら
平
成
22
年
３
月
31
日
ま
で
の
１

年
間
を
予
定
し
て
お
り
、
仕
事
の
内

容
や
応
募
資
格
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
主
な
仕
事
の
内
容
】

①
厚
生
労
働
省
が
担
当
す
る
政
策

（
テ
ー
マ
自
由
）に
つ
い
て
の
具
体

的
な
ご
意
見
や
ご
要
望（
随
時
）

②
厚
生
労
働
省
か
ら
示
す
行
政
課
題

に
つ
い
て
の
ご
意
見
や
ご
提
言

③
厚
生
労
働
省
か
ら
依
頼
す
る
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
へ
の
回
答

【
応
募
資
格
】

　

20
歳（
平
成
21
年
４
月
１
日
現
在
）

以
上
の
日
本
国
民
。
た
だ
し
、
国
会

議
員
及
び
地
方
公
共
団
体
の
議
会
議

員
、
常
勤
の
国
家
公
務
員
及
び
地
方

公
務
員
並
び
に
過
去
３
年
間
に
厚
生

労
働
行
政
モ
ニ
タ
ー
を
経
験
し
た
方

を
除
き
ま
す
。

【
謝
礼
金
】

　

報
告
書
１
件（
８
０
０
字
程
度
）に

つ
き
２
，０
０
０
円（
予
定
）

【
応
募
方
法
】

　

厚
生
労
働
省
大
臣
官
房
総
務
課
広

報
室
厚
生
労
働
行
政
モ
ニ
タ
ー
担
当

ま
で
、
次
の
い
ず
れ
か
の
方
法
で
ご

応
募
く
だ
さ
い
。

①
は
が
き

　

〒
１
０
０
ー
８
９
１
６（
住
所
不
要
）

②
Ｆ
Ａ
Ｘ

　

０
３
ー
３
５
９
５
ー
２
３
９
４

③
メ
ー
ル

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
専
用
入
力

フ
ォ
ー
ム
で

【
記
載
事
項
】

　

氏
名（
ふ
り
が
な
）・
性
別
・
生
年

月
日
・
年
齢
・
住
所（
郵
便
番
号
）・

電
話
番
号
・
職
種
区
分
・
具
体
的
な

職
種
・
子
育
て
中
の
方
は
そ
の
旨

（
任
意
）・
勤
務
先
等
の
名
称
・
役
職

名
・
電
話
番
号
・
過
去
３
年
の
各
種

モ
ニ
タ
ー
経
験
の
有
無
・
モ
ニ
タ
ー

を
知
っ
た
き
っ
か
け
・
応
募
の
抱
負

（
１
０
０
字
程
度
）

※
職
種
区
分

▽
自
営
業
主
・
家
族
従
事
者

　
（
自
営
業
主
、
開
業
医
師
、
弁
護
士
、

会
計
士
、
作
家
な
ど
の
自
由
業
及

び
家
族
従
業
員
）

▽
管
理
・
専
門
技
術
職

　
（
会
社
団
体
役
員
、管
理
職
、専
門
・

技
術
的
知
識（
教
育
、
医
学
、
法
律
、

学
芸
な
ど
）を
要
す
る
職
種
）

▽
事
務
職

　
（
事
務
的
職
種
）

▽
販
売
・
サ
ー
ビ
ス
・
労
務
職

　
（
販
売
、
サ
ー
ビ
ス
、
運
輸
通
信
、

生
産
工
程
な
ど
の
職
種
）

▽
主
婦（
夫
）

　
（
自
分
の
家
で
主
に
炊
事
や
育
児

を
し
、
職
業
を
持
た
な
い
者
）

▽
無
職

　
（
学
生
、
年
金
生
活
者
、
金
利
生

活
者
な
ど
職
業
を
持
た
な
い
者
）

【
募
集
期
間
】

　

平
成
21
年
１
月
５
日
〜
16
日

　
（
当
日
消
印
有
効
）

　

選
考
結
果
は
、
モ
ニ
タ
ー
に
な
っ

て
い
た
だ
く
方
に
の
み
３
月
中
旬
ま

で
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ

　

厚
生
労
働
省
大
臣
官
房
総
務
課
広

報
室
厚
生
労
働
行
政
モ
ニ
タ
ー
担
当

　

☎
０
３
ー
５
２
５
３
ー
１
１
１
１

広　

告　

欄
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移住した皆さんに
　　インタビュー

よう 
 こそ 小野町

◆いつ小野町へ移住しましたか？

　平成９年に東京から移住しました。もうすぐ小野町に
住んで12年になります。

◆なぜ移住しようと思いましたか？

　田舎で子どもを育てたいという希望がありました。
　サラリーマンだと子どもに働いている姿を見せること
ができないので、子どもから遠い存在に思えました。東
京で銀行に勤めましたが、将来は自営業に転職しようと
いう気持ちを持っていました。どのように独立するか考
えた末、田舎で農業をすることを決意しました。

◆どのように移住先を決めましたか？

　自分の理想の暮らしができるのなら、日本全国どこでも良いと考えていました。
　ちょうど移住を具体的に検討していた時期に、阪神大震災がありました。移住するなら活断層のないと
ころが良いと思い、情報収集したところ、阿武隈山系に活断層がないことを知りました。

◆なぜ小野町に決めましたか？

　雑誌で小野町の記事が掲載されているのを見て、小野町を知りました。土地の値段も手ごろで、地震も
なく、高速道路が開通すれば交通の便も良くなること、東京からの距離も程良かったことから決めました。

◆小野町の暮らしはいかがですか？

　隣組や消防団に入ったことで、スムーズに地元に入りこめたと感じています。地元の方に土地や畑を紹
介してもらったりもしました。東京に比べると家同士の垣根がないと感じています。学校も都会にはない

良さがあると思っています。地域とのつながりが強く、
安心して学校に通わすことができます。

◆小野町ふるさと暮らし支援センターで、どのような活
動をしたいですか？

　移住した人のサポートをしっかりやりたいと思ってい
ます。移住した直後は、地域になじめないなど様々な悩
みを抱えることもあると思います。
　きちんとサポートする体制が整っていれば安心できる
と思います。田舎は人脈・ネットワークで動いている部
分が大きいので、地元の情報を伝える役割を担いたいです。

お忙しい中、インタビューにご協力いただき、　ありが
とうございました。

　平成16年に設立された小野町ふるさと暮らし支援センターは、田舎暮らしを希望している方や小野町に
移り住んだ方を様々な面からサポートしている組織です。最近では、当センターの活動が全国的にも注目
され、新聞やシンポジウムなどで紹介される機会も増えています。
　今回は、設立当初から支援センターの活動に積極的に参加し、現在副理事長を務めている移住者の方に
お話を伺いました。

杉岡直人さんご一家　（夏井行政区）

杉岡さんは、「直売所おのいち」の会長も務めていらっしゃいま
す。週末にはたくさんのお客様が訪れます。
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上水道水の
水質検査結果について
　11月に実施した上水道水の水質
検査結果は、次のとおりです。

休日当番のお医者さん
月　　日 当　番　医 所　在　地 電話番号

　１月１日（元日） 春 山 医 院 三 春 町 ６２－３２３９
　　２日（金） 遠 藤 医 院 田村市（船引町） ８５－２０１６
　　３日（土） 板 橋 医 院 小 野 町 ７２－２６６１
　　４日（日） 町 立 三 春 病 院 三 春 町 ６２－３１３１
　　11日（日） 大 方 病 院 田村市（船引町） ８２－１１１７
　　12日（祝） 南東北病院附属大越診療所 田村市（大越町） ７９－２１２１
　　18日（日） 矢 吹 医 院 三 春 町 ６２－３０１５
　　25日（日） 大 久 保 ク リ ニ ッ ク 田村市（船引町） ８２－２５５５
２月１日（日） 公立小野町地方綜合病院 小 野 町 ７２－３１８１
　　８日（日） 奥 秋 医 院 田村市（船引町） ８６－２０３４
　　11日（祝） さ い と う 医 院 小 野 町 ７２－２５００
　　15日（日） 石 川 医 院 三 春 町 ６２－２６３０

＊電話確認の上、受診してください。
＊詳しい情報は、「福島県救急医療情報システム」の「休日当番医検索」をご覧ください。
　http://www.ftmis.pref.fukushima.jp
＊こども救急電話相談　毎日19時～翌朝８時　０２４－５２１－３７９０
＊詳しい情報は、「こどもの救急についてのホームページ」をご覧ください。
　http://www.pref.fukushima.jp/imu/kodomokyuukyuu/kodomokyuukyuu.htm

試験項目 水質基準 試験結果

一般細菌 100CFU/ml以下 0CFU/ml

大腸菌 検出されないこと 検出せず

塩化物イオン 200mg/l以下 6.6mg/l

有機物（TOC） 5mg/l以下 0.5mg/l

pH値 5.8～8.6 7.2

味 異常でないこと 異常なし

臭気 異常でないこと 異常なし

色度 5度以下 <1度

濁度 2度以下 <0.1度

◆問い合わせ　
　地域整備課　☎７２ー６９３６

● 必ずチェック！福島県の最低賃金 ●
　常用、臨時、パート、アルバイトなどの名称に関わらず、福島
県内の事業場で働く全ての方に適用されます。

　実際に支払われる賃金から結婚手当てなどの臨時賃金、賞与、
時間外・休日・深夜の割増賃金、精皆勤手当、通勤手当、家族手
当を除外したものが対象となります。
　産業別最低賃金の中で、一部適用除外職種や業種があります。

◆問い合わせ　福島労働局賃金室　☎０２４－５３６－４６０４

国の教育ローン（日本政策金融公庫）のお知らせ
　国の教育ローンは、高校や大学などの入学時や在学中にかかる費用を対象とした公的融資制度です。
【ご融資額】　学生・生徒一人当たり200万円以内
【利　　率】　年2.45％（平成20年11月26日現在）
【返済期間】　10年以内（母子家庭・交通遺児家庭の方は１年の延長が可能)
【使いみち】　入学金、授業料、教科書代、アパート・マンションの敷金・家賃など
【返済方法】　毎月元利均等返済（ボーナス時増額返済も可能）

◆問い合わせ　日本政策金融公庫郡山支店融資相談係　☎０２４ー９２３ー７１４０

最低賃金件名 最低賃金額（１時間） 効力発生年 月 日
福島県最低賃金（次の５産業を除く） 641円 平成20年10月22日

産
業
別
最
低
賃
金

非鉄金属製造業 751円

平成20年12月１日

電子部品・デバイス・電子回
路、電気機械器具、情報通信
機械器具製造業

709円

輸送用機械器具製造業 743円
計量器・測定器・分析器・試
験機・測量機械器具・理化学
機械器具、時計・同部品、眼
鏡製造業

737円

自動車小売業 736円
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サポートに感謝します!!
“小野小町ふるさと応援寄附金”
 （ふるさと納税）の寄附状況

行事カレンダー　（１月16日～２月15日）
月　　日 行　　　　事　　　　名

１
月

16日（金）

17日（土）
●防災とボランティアの日
わが家のアンパンマン展・年賀状展（～２月１日）
ふるさと文化の館

18日（日）
書初め大会（8：30～）多目的研修集会施設
休日窓口業務実施日（8：30～17：30）
９か月児健診（受付13：30～14：30）柏原クリニック

19日（月）
20日（火）書初め展（～２月１日）ふるさと文化の館

21日（水）
あそびの広場（9：30～11：30）子育て支援センター
３か月児健診・BCG接種（受付13：00～13：30）公立小野町地方綜合病院
窓口業務延長（19：00まで）

22日（木）
23日（金）ヘルスアップ運動教室（13：30～15：30）多目的研修集会施設
24日（土）
25日（日）
26日（月）
27日（火）栄養相談（10：00～12：00）母子健康センター

28日（水）あそびの広場（9：30～11：30）子育て支援センター窓口業務延長（19：00まで）

29日（木）

30日（金）ふるさと文化の館図書館館内整理日休館ヘルスアップ運動教室（13：30～15：30）多目的研修集会施設

31日（土）

２
月

１日（日）
●交通事故ゼロ・歩行者優先の日
●生活習慣病予防週間（～７日）
町民ふれあいスキー・スノーボード教室
節分おはなし会（13：00～15：00）ふるさと文化の館

２日（月）
３日（火）離乳食教室（受付10：00～10：15）母子健康センター

４日（水）
あそびの広場（9：30～11：30）子育て支援センター
３歳児健診（受付13：00～13：15）母子健康センター
窓口業務延長（19：00まで）

５日（木）人権相談所開設（10：00～15：00）母子健康センター
６日（金）
７日（土）卒園児絵画展（～22日）ふるさと文化の館
８日（日）
９日（月）
10日（火）
11日（水）●建国記念の日
12日（木）窓口業務延長（19：00まで）

13日（金）ヘルスアップ運動教室（13：30～15：30）多目的研修集会施設平成20年分 所得税・住民税・消費税申告相談（～３月16日） P.８・９参照

14日（土）リサイクル本市（～15日）　ふるさと文化の館

15日（日）
●シルバー交通安全の日
９か月児健診（受付13：30～14：30）柏原クリニック
B&G杯ビーチバレーボール行政区親善交歓会

　「小野小町ふるさと応援寄附金」に、
引き続き多数の申し込みをいただき、
小野町をサポートしていただいてい
ます。
　ご協力いただき、誠にありがとう
ございます。
　寄附金を納入いただき、広報紙へ
の掲載承諾のあった方については、
次のとおりです。

矢吹日出男さん
（茨城県守谷市・まちづくり支援のため）

國分　紀光さん
（東京都府中市・次世代育成支援のため）

　寄附の申し込みがあった方は、12
月15日現在30名で、合計1,017,000
円です。
　今後も、随時寄附状況についてお
知らせをいたします。

◆問い合わせ
　企画商工課　☎７２－６９３９

町民体育館の幼児体育室を
無料開放しています

　町民体育館では、幼児体育室を小
学生未満の幼児と保護者の方を対象
に無料開放を行っています。
　幼児体育室は、床がじゅうたん、
壁がやわらかい素材を使用していま
すので、安心して子どもを遊ばせる
ことができます。
　なお、各種大会等で使用できない
場合がありますので、確認の上ご利
用ください。

◆問い合わせ
　町民体育館　☎７２―２５１８

スキー用具を貸し出します
　町民体育館では子どもから大人ま
でのスキー用具を貸し出しています。
ぜひ、ご利用ください。

【料金】
１セット（１日）　1,000円
◆問い合わせ
　町民体育館　☎７２―２５１８



※記事については、常用漢字・人名漢字で記載しております。

心も体もポッカポカ♪心も体もポッカポカ♪

広
報
 お
の
ま
ち

編
集
と
発
行
/小
野
町
役
場
企
画
商
工
課

福
島
県
田
村
郡
小
野
町
大
字
小
野
新
町
字
舘
廻
92　

TEL 0247-72-2111㈹
http://w

w
w
.tow
n.ono.fukushim

a.jp
e-m
ail info@

tow
n.ono.fukushim

a.jp

　明けましておめでとうございます。
　毎年「今年は○○をしよう！」と思
うのですが、気づくと１年が終わっ
ていた…ということが多々あります。
　皆さんの今年の目標は何ですか？
　2009年が、皆さんにとって幸多い
年でありますように。 （美）

あ　と　が　き

　平成20年12月1日現在の人口に
ついては、福島県現住人口調査結
果の公表日の関係から、２月号で
お知らせします。　

町の人口町の人口

税　目 期別 納期限
町 県 民 税 ４期

２月２日（月）
国民健康保険税 ６期

介 護 保 険 料 ６期

後期高齢保険料 ６期

●納め忘れのないように、ご確認く
ださい。
●納期内納入にご協力をお願いします。

町税等納期のご案内

この印刷物は、FSCの基準に
従って認証された適切に管理さ
れた森からの木材を含んだ用紙
で印刷されています。

　　　　　　　　　　　　　　　　　
お誕生おめでとうお誕生おめでとう

氏　　名 年　齢 行政区

先　﨑　孝　子 77 反　町

宇佐見　福　夫 65 荒　町

荒　井　　　衛 85 雁股田

荒　井　常　治 98 雁股田

折　笠　忠　司 81 浮　金

吉　田　重　德 92 塩庭一区

佐　藤　ス　イ 89 和名田

（11月届出分）

※この欄は、プライバシー保護のため、届出の際
に同意を得た方を記載しています。

おくやみ申し上げますおくやみ申し上げます

氏　　名 父・母 行政区

吉田　音初（おとは） 健一・初江 湯　沢

（10月届出分）

草野　結衣（ゆい） 隼人・沙織 塩庭一区

（11月届出分）

　11月30日、緑とのふれあいの森公園において、土鍋料理コンテス
トが開催されました。
　このコンテストは、創造力豊かな小学生を対象に、地域で取れた
農産物を素材とした土鍋料理をつくることで、地産地消の啓蒙と新
たな郷土料理を創造しようと、公園の管理運営を行っている日本全
薬工業（株）が主催したものです。
　当日は、町内の各小学校より、８チーム・32名の子どもたちが参
加し、保護者の方の力を借りながらも、具材もアイデアもたっぷり
の土鍋料理を創りました。
　料理の出来映えは、試食した審査員が「どれも美味しい」「順位は
付けられない」と絶賛するほどで、子どもたちも、お互いの料理を
食べながら「彩りが綺麗で食べるのがもったいない」、「カレー味が
いいね」、「野菜がゴロゴロしてて食べごたえがあるね」と色とりど
りの鍋を楽しんでいました。
　審査結果は、次のとおりです。

【土鍋料理コンテスト審査結果】
●小野町商工会長賞
　　飯豊小学校　　
●小野町異業種交流会長賞
　　小野新町小学校（６年１組）
●小野町ふるさと暮らし支援センター理事長賞
　　小野新町小学校（６年３組）
●ふれあいの森公園賞
　　小野新町小学校（６年２組）
●ＪＡたむら小野支店長賞
　　夏井第一小学校
　　夏井第二小学校（Ａ）
●ゼノアック特別賞
　　夏井第二小学校（Ｂ）
　　浮金小学校

工夫を凝らした土鍋料理を力を合わせてつくりました


